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文化間差異理解のためのバイリンガル検索結果の
可視化の一手法

内藤 宗一朗†1 太 田 学†1

本研究では，日英二言語によるバイリンガル検索結果を，特に言語間の差異に注目
して可視化する手法を提案する．提案手法はユーザが入力した日本語クエリを翻訳し
て英語クエリを生成し，それら二つのクエリでバイリンガル検索を行う．提案手法は
また，各言語の検索結果から抽出した特徴語間の関係を可視化することで，クエリの
表すトピックに対する，日英二言語の文化圏での言及のされ方の違いを容易に把握で
きるようにする．実験では特徴語の翻訳について，適切な対訳が生成できているか確
認した．さらに検索結果の可視化結果について，提示されるノードとエッジの数を調
査した．

A Visualization Method of Bilingual Search Results
for Understanding Cultural Differences

Soichiro Naito†1 and Manabu Ohta†1

We propose a method to visualize bilingual search results in Japanese and
English with focusing on the differences between them. The proposed method
automatically generates an English query by translating the Japanese query
inputted by a user and searches the Web using both queries. In addition, the
method visualizes relations among the feature terms extracted from the search
results. We evaluated the quality of translation of the extracted feature terms.
We also evaluated visualized search results by investigating the number of vi-
sualized nodes and edges.

†1 岡山大学大学院自然科学研究科
Graduate School of Natural Science and Technology, Okayama University

1. は じ め に

あるトピックに関する情報を入手する手段の一つとして，サーチエンジンが広く利用され

ている．Google⋆1や Yahoo!検索⋆2をはじめとする主要なサーチエンジンには，検索対象と

するウェブサイトの言語を指定する機能を持つものも存在する．この機能を用いることで特

定のトピックに関する情報を言語別に収集することが可能であるが，その検索結果の内容は

言語毎に大きく異なることも珍しくない．この差異は，あるトピックに対する言語文化間の

言及の差異といえる．

そこで本研究では，日英二言語によるバイリンガル検索の結果を，言語間の差異に着目し

て可視化する手法を提案する．提案手法では，ユーザがトピックとして入力した日本語クエ

リを翻訳して英語クエリを生成し，日英二つのクエリでバイリンガル検索を行う．それによ

り得られた日英それぞれの検索結果から特徴語を抽出し，その特徴語間の関係を可視化する

ことで，トピックに関する言語文化間差異の理解を支援する．可視化は特徴語をノード，特

徴語の共起関係をエッジとするグラフにより行う．ノードはバネモデルにより配置し，また

手動でのノードの再配置も可能にする．また，英語に精通していない利用者が手軽に利用で

きるように，クエリの入力から可視化結果の閲覧まで可能な限り日本語で行えるのは提案

手法の主要な特長の一つである．このようにバイリンガル検索結果の差異と共通点を可視

化できれば，例えばある商品についての国内と海外での評判の差を容易に把握することで，

マーケティングリサーチに応用できる

本稿では，まず 2節で関連研究について述べる．3節で提案手法，4節で評価実験につい

て述べ，最後に 5節でまとめと今後の展望について述べる．

2. 関 連 研 究

まず，本研究に関連する研究について述べる．2.1節では言語横断検索に関する研究，2.2

節では検索結果の可視化に関する研究について説明する．

2.1 言語横断検索

対訳辞書を利用してクエリを翻訳し，特許データベースの検索を行う研究1) がある．こ

の研究では，あらかじめ用意した対訳辞書を用いてクエリの翻訳を行っている．また，対訳

⋆1 http://www.google.co.jp/

⋆2 http://search.yahoo.co.jp/
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辞書から抽出した翻訳モデルと特許データベースから抽出した言語モデルを用い，訳語の曖

昧性を解消する方法を提案している．さらに日米対応特許を多言語コーパスとして利用し，

対訳辞書を更新する機能を実装している．

また，多言語情報へのアクセス支援を目的とした多言語対訳システムの研究2) もある．こ

の研究では，Wikipedia⋆1の言語間リンクを利用して多言語対訳システムを構築している．

また，システムから得られる訳語の数や質を調査するために，Wikipedia の言語間リンク

の詳細な分析を行い，Web検索においても多言語アクセス支援が可能であることを示した．

ある同一トピックについての記述があるブログサイトを日英各言語で検索し，その内容を

二言語間で対照分析する研究3) もある．この研究ではWikipediaの言語間リンクを対訳表

現の取得に利用し，検索を行っている．さらに検索結果から共起語を抽出し，それらを出現

確率と言語間の出現比率に基づきマッピングして可視化している．

本研究でも日本語クエリの英訳，英語特徴語の和訳にはWikipediaの言語間リンクを利

用する．また検索対象はWebサイト全般とし，普段使われることの多い一般的なWeb検

索に対して提案手法の適用を試みる．さらに本研究では取得した日英二言語の検索結果につ

いて，特徴語と特徴語間の関係をグラフを利用して可視化して，ユーザに提示する．

2.2 検索結果の可視化

ベン図を用いて検索結果を可視化する研究4) がある．この研究では，入力されたクエリの

関連語をベン図上に表示される円に対応させ，各関連語をクエリとした際の検索ヒット数を

円の大きさで表現している．また円同士の重なり合いの大小により，各クエリによる AND，

OR，NOT検索のヒット数を表現している．

本研究では，クエリの関連語ではなく検索結果から抽出される特徴語を可視化して，その

結果をユーザに提示する．また特徴語をノード，特徴語間の関係をエッジとするグラフを用

いて検索結果を可視化しているため，ユーザは特徴語間の関係が把握し易く，またノードを

再配置することもできる．

長畑らの研究5) では，検索結果から抽出される特徴語と特徴語間の関係を可視化してい

る．彼らは，連続した検索における特徴語を出現頻度の推移に基づき三つに分類し，その

推移のパターンの類似度を可視化することで，ユーザの検索支援を行った．結果は特徴語を

ノード，推移の類似度をエッジとするグラフの形で可視化され，ノードの配置にバネモデル

を利用することで結果の可読性の向上を試みている．

⋆1 http://ja.wikipedia.org/

本研究では日英二言語の検索結果から特徴語を抽出し，特徴語の共起関係と言語間の差異

に着目した可視化を行う．日英二言語を対象に検索を行う点が長畑らの研究との主な相違点

である．また本研究では，特徴語の出現頻度の推移ではなく，日英二言語間の検索結果の差

異に着目して可視化する．

3. 提 案 手 法

提案手法は，ユーザが入力した日本語クエリから英語クエリを自動生成し，ユーザに英語

クエリを意識させることなく日英二言語で検索する．このような検索を本稿ではバイリンガ

ル検索と呼んでいる．提案手法はまた，バイリンガル検索により得られた検索結果を可視化

してユーザに分かり易く提示する．可視化はグラフを用いて行い，検索結果から抽出した特

徴語をノード，特徴語の共起関係をエッジとする．また，日英の検索結果の差異を明示する

ことで，クエリに対する日英間での言及のされ方の違いを，ユーザに理解してもらうことを

目的とする．二言語間の検索結果の共通項と差異は，それぞれの検索結果から抽出された特

徴語について対訳関係を調査することで取得する．

以下に提案手法の大まかな流れを示す．

( 1 ) ユーザの入力した日本語クエリを取得

( 2 ) 取得した日本語クエリを英訳して英語クエリを生成

( 3 ) 日英二言語で検索

( 4 ) 得られた日英の検索結果から特徴語を抽出

( 5 ) 日英の特徴語間で対訳関係を調査

( 6 ) 特徴語の共起関係と対訳関係を基に検索結果を可視化

3.1 バイリンガル検索

本節では，ユーザが入力した日本語クエリから英語クエリを生成し，日英二言語で検索

を行う手法6) について述べる．提案手法では，入力された日本語クエリを英訳することで

英語クエリを生成する．英訳にはWikipedia の言語間リンクと Google AJAX Language

API⋆2を利用する．これらを利用して生成された英語クエリと元の日本語クエリを用い，検

索を行う．

3.1.1 英語クエリの生成

提案手法は入力として日本語のクエリを想定している．入力された日本語クエリをスペー

⋆2 http://code.google.com/intl/ja/apis/ajaxlanguage/
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スを区切りとして検索語単位に分割し，それらを英訳することで英語クエリを生成する．検

索語の英訳はWikipediaの言語間リンクを利用して行う．Wikipediaの言語間リンクとは，

異なる言語で書かれた同じ主題の記事同士を結び付けるリンクのことである．このとき言語

間リンクで結ばれた各記事のタイトルは対訳関係にある．提案手法では，言語間リンクで

結ばれた日英Wikipedia記事のタイトルを対訳辞書として用い，クエリの英訳に利用する．

Wikiepdia には多くの専門用語や固有名詞，最新の事柄についての記事が存在する．英訳

にWikipediaの言語間リンクを利用することで，辞書翻訳が難しいこれらの語も英訳する

ことができる．

また，Wikipedia にはリダイレクトと呼ばれる機能が存在する．通常，Wikipedia の記

事タイトルは正式名称である．Wikipedia におけるリダイレクトとは，ある物の略称や別

称で記事を検索した際に正式名称の記事に転送する機能である．提案手法では，このリダイ

レクト機能を言語間リンクと合わせて利用することで，略称や別称がクエリ内に含まれてい

ても正式名称の英訳を生成することができる．

提案手法ではまた，クエリの英訳に Google AJAX Language APIを利用する．Google

AJAX Language APIは，テキストを指定した言語に翻訳する機能を備えており，この機

能をクエリの英訳に利用する．Wikipedia の言語間リンクで対訳が取得できない場合に，

Google AJAX Language APIを利用することで，英語クエリを生成することができる．

3.1.2 日英二言語のクエリによる検索

ユーザが入力した日本語クエリと提案手法で生成した英語クエリの二つを用いて，日英二

言語で検索を行う．検索には Yahoo!ウェブ検索Web API⋆1を利用する．Yahoo!ウェブ検

索Web APIを利用する際に対象とする言語を指定することで，日本語クエリからは日本語

の，英語クエリからは英語の検索結果を取得することが出来る．

3.2 特徴語抽出

本節では，バイリンガル検索により取得した検索結果から特徴語を抽出する方法6) につ

いて述べる．3.2.1項では日本語検索結果から特徴語を抽出する方法について，3.2.2項では

英語検索結果から特徴語を抽出する方法について説明する．

3.2.1 日本語検索結果からの特徴語抽出

日本語検索結果からの特徴語抽出は長畑らの方法5) を参考にした．まず形態素解析器

⋆1 http://developer.yahoo.co.jp/

Sen⋆2を用いて，検索結果のタイトルとサマリから形態素を抽出する．得られた形態素の中

から，以下のものを抽出して連結することで特徴語を生成する．

( 1 ) 名詞

( 2 ) カタカナのみで構成される未知語

( 3 ) 英数字のみで構成される形態素

( 4 ) 接頭辞

( 5 ) 区切り記号「・」，「‐」，「．」

( 6 ) 連体助詞「の」

生成される特徴語は，日本語の特徴語と外国語の特徴語に分けられる．(1)，(2)，(4)，(5)，

(6)を連結する場合は日本語の特徴語とする．(3)，(5)を連結する場合は外国語の特徴語と

する．生成される特徴語が長くなりすぎることを防ぐため，接頭辞の前及び接尾辞の後ろに

は連結しない．

3.2.2 英語検索結果からの特徴語抽出

英語検索結果からの特徴語抽出はTermExtract⋆3 を参考にした．まずMonty Tagger⋆4を

用いて検索結果のタイトルとサマリを単語に分割し，それらに品詞タグを付与する．品詞タ

グが付与された単語のうち，以下のものを特徴語の構成要素とする．

( 1 ) 名詞，固有名詞

( 2 ) 外国語

( 3 ) 基数

( 4 ) 形容詞

( 5 ) 所有格語尾

( 6 ) of

( 7 ) 動詞の過去分詞形

これらの単語を連結することで特徴語を生成する．生成される特徴語が長くなりすぎるこ

とを防ぐため，特徴語を構成する単語の数は 3以下とする．

3.2.3 特徴語のスコア付け

3.2.1項，3.2.2項で述べた方法で抽出した特徴語にスコア付けを行い，各言語中のスコア

の上位 10語ずつを可視化対象の特徴語とする．スコアは TF及び TF-IDFにより算出する．

⋆2 https://sen.dev.java.net/

⋆3 http://gensen.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/termextract.html

⋆4 http://web.media.mit.edu/˜hugo/montytagger/
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また可視化対象となった特徴語については，それぞれの言語の検索結果内の特徴語同士で

共起度を算出する．特徴語 wi と wj の共起度 cooi,j を式 (1)により定義する．ここでN は

取得した検索結果の件数である．co occurd
i,j は，式 (2)に示すように d番目の検索結果文

書のタイトルおよびサマリ Dd において，特徴語 wi と wj が共起する場合に 1となる．

cooi,j =
1

N

N∑
d=1

co occurd
i,j (1)

co occurd
i,j =

{
1 if wi ∈ Dd ∧ wj ∈ Dd

0 otherwise
(2)

3.3 検索結果の可視化

本節では，抽出した特徴語を基に検索結果を可視化する方法について述べる．提案手法で

は，抽出した日英二言語の特徴語を対訳関係を基に分類する．さらに，特徴語間の共起関係

を用いることで，グラフによる検索結果の可視化を行う．

3.3.1 対訳関係に基づく特徴語の分類

検索結果を日英二言語間で比較するために，対訳関係に基づき抽出した特徴語の分類を行

う．提案手法では，各言語の検索結果から抽出される特徴語の違いによって言語間の検索結

果の差異を表す．そこで 3.2.3項で可視化対象とした日英 10語ずつの特徴語を，日本語の

検索結果のみで出現する語，英語の検索結果のみで出現する語，日英両方の検索結果で出現

する語の 3種類に分類する．日英の特徴語間で対訳関係にあるものを探し，対訳関係が見つ

かった特徴語は日英両方の検索結果に出現する語となる．対訳関係が見つからなかった特徴

語は日本語もしくは英語の検索結果のみで出現する語となる．対訳関係は，英語特徴語の和

訳を日本語特徴語と比較することで発見する．英語特徴語を和訳する方法は 3.3.2項で説明

する．

3.3.2 英語特徴語の和訳

英語特徴語の和訳は，3.1.1 項で説明した日本語クエリの英訳と同様にWikipedia の言

語間リンクを用いて行う．Wikipedia の言語間リンクは双方向リンクであることが多いの

で，英訳だけでなく和訳にも利用することができる．この方法により得られる英語特徴語の

和訳を，3.3.3項で述べる英語特徴語の可視化で利用する．また，日本語クエリの英訳では

Wikipediaの言語間リンクと共に Google AJAX Language APIも利用するが，英語特徴

語の和訳ではWikipediaの言語間リンクのみを用いる．

3.3.3 共起関係と対訳関係に基づく可視化

検索結果の可視化はグラフを用いて行う．抽出した特徴語をノード，特徴語間の共起度

の強さをエッジで表す．ノードの配置はバネモデル5) によって行い，可読性の向上を図る．

3.3.1項で述べたように特徴語は 3種類に分類されるので，その分類に応じてノードを 3色

で塗り分ける．日英両方の検索結果に共通する特徴語は，対訳関係にある特徴語を一つの

ノードに統合して表示する．また，英語検索結果から抽出された特徴語は，3.3.2項の方法

で和訳されたものがノードとして表示される．複数の英語特徴語に対して同じ和訳が得られ

た場合，それらを一つのノードに統合する．ただし，Wikipediaの言語間リンクで和訳が取

得できなかった特徴語については，英語のままノードとして表示する．これにより可視化結

果の多くを日本語で閲覧することが可能になる．

図 1は実装したプロトタイプシステムの実行画面である．クエリ「マチュピチュ」の検索

結果と，その可視化結果が表示されている．実行画面の左上部分には，クエリ入力欄や検索

ボタンなどの操作系統が存在する．左下には可視化結果の表示領域が，右には検索結果の

表示領域が配置されている．可視化結果については，日英の特徴語を別々に可視化したもの

と，日英の特徴語を統合して可視化したものを選択することができる．日英の特徴語を統合

した可視化では，ノードの色分けによって特徴語の分類を表す．青色のノードは日本語検索

結果のみに出現した特徴語であり，桃色のノードは英語検索結果のみに出現した特徴語であ

る．そして黄色のノードは日英両方の検索結果に出現した特徴語である．特徴語ノードはバ

ネモデルによる自動配置に加え，ユーザの手による配置変更も可能である．

4. 評 価 実 験

本節では，可視化結果の分析と評価，翻訳精度の評価について述べる．可視化結果につい

ては，検索結果と見比べて可視化されている内容を分析し，またノードやエッジの数につい

て調査する．翻訳精度の評価では，英語特徴語の和訳精度を評価する．

4.1 可視化結果の分析

具体的なクエリを用いてバイリンガル検索を行い，その可視化結果について分析する．

4.1.1項ではクエリ「スポーツ」，4.1.2項ではクエリ「賭博」の可視化結果について述べる．

4.1.1 クエリ「スポーツ」の可視化結果

クエリとして「スポーツ」を入力し，得られた可視化結果を図 2に示す．これは，2010

年 10月 6日時点の検索結果を可視化したものである．

日本語の検索結果には，スポーツニュースを扱うサイトが多く含まれている．日本語特
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図 1 実行画面
Fig. 1 Screenshot of the prototype system.

有の特徴語としては「野球」や「サッカー」，「格闘技」，「モータースポーツ」などが抽出

されており，これらはスポーツニュースサイトで主に扱われる競技である．また「コラム」

や「スポーツ総合」といった語も抽出されているが，これらはスポーツニュースサイトのメ

ニュー項目に含まれている語である．

英語の検索結果としても日本語と同様に，多くのスポーツニュースサイトがヒットした．

しかし特徴語として抽出された競技名は日本語のものとは異なり，「テニス」や「クリケッ

ト」，「ラグビー」，「フットボール」が抽出されている．英語のスポーツニュースサイトでは，

主にこれらの競技が扱われていることがわかる．他には「ビデオ」や「結果」といった特徴

語が表示されており，これらもスポーツニュースサイトの中で出現する語である．

日英に共通する特徴語としては，「ゴルフ」と「ニュース」があった．「ニュース」は日英両

方の言語でニュースサイトが多くヒットしているため，特徴語として抽出されている．「ゴ

ルフ」は日英両方のスポーツニュースサイトで扱われる競技であるため，共通する語として

図 2 クエリ「スポーツ」の可視化結果の例
Fig. 2 An example of visualization results of a query“ sport”.

表示されている．「スポーツニュース」と「Sport news」も日英に共通する語であるが，対

訳関係を取得できなかったため，日英それぞれの特徴語として表示されている．一方，「サッ

カー」と「フットボール」にも対訳関係はあるが，同じ英語圏でも英国と米国では「フット

ボール」が指す競技は異なっており，一概に「サッカー」と「フットボール」を同一視する

ことはできない．

この「スポーツ」のバイリンガル検索結果の可視化結果から，日英の検索結果には共通し

てスポーツニュースを扱うサイトが多く含まれていることがわかる．また，それらのスポー
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図 3 クエリ「賭博」の可視化結果の例
Fig. 3 An example of visualization results of a query“ gambling”.

ツニュースサイトが主に扱う競技は，日英で異なることもわかる．

4.1.2 クエリ「賭博」の可視化結果

クエリ「賭博」の可視化結果を図 3に示す．これは，2010年 8月 27日時点の検索結果

を可視化したものである．本例では，日本語と英語の検索結果に共通する特徴語が提示され

なかった．「カジノ」と「賭博場」は近い意味を持っているが，提案手法では対訳関係にあ

るとはされていない．

日本語特有の特徴語としては，10 語の特徴語が可視化されている．共起度を表すエッジ

を見ると，これらの特徴語は二つのグループに分けることができる．「野球賭博」や「日本

相撲協会」，「暴力団」等の特徴語が含まれるグループと，「賭博黙示録カイジ」や「賭博覇

王伝」等の特徴語が含まれるグループがある．前者のグループの特徴語は，主に相撲界の野

球賭博問題に関する話題の中で出現している．後者のグループの特徴語は賭博を題材とした

漫画に関する語であり，前者のグループとは異なった話題の中で出現している．

一方，英語特有の特徴語中には，「Online gambling」や「Online Casino gambling」と

いった語が見られる．日本ではオンライン賭博やオンラインカジノに関する話を耳にするこ

とは少ないが，英語圏ではオンライン賭博やカジノはより身近なもののようである．「Online

gambling」という記事が英語Wikipedia には存在し，日本語Wikipedia には対応する記

事が存在しないことからも，その普遍性の違いが伺える．他には「ギャンブル依存症」や

「STOP gambling」といった特徴語も見られ，そのような話題が検索結果中に多く含まれて

いることがわかる．また，英語の特徴語が 9語しか表示されていないが，これは「gambling

problem」と「problem gambling」という二つの特徴語が抽出され，それらに同じ「ギャン

ブル依存症」という和訳があてられ，一つのノードに統合されたためである．

この「賭博」のバイリンガル検索の可視化結果から，日本語の検索結果には相撲界の野球

賭博問題や賭博漫画に関する話題が多く含まれているのに対し，英語の検索結果ではオンラ

イン賭博やギャンブル依存症について多く言及されていることがわかる．

4.2 翻訳精度の評価

Wikipedia の言語間リンクと Google AJAX Language API を用いた日本語クエリの

英訳については，一定の翻訳精度が得られることを実験により示した6)．そこで本節では，

Wikipedia の言語間リンクを用いた，英語特徴語の和訳の精度について評価する．評価対

象として，4.1.1項と 4.1.2項の実験において抽出された英語特徴語と，その和訳結果を用

いる．評価対象となる英語特徴語は合計 20語である．

正確な和訳が得られた英語特徴語は，20語のうち 16語であった．これらの語は英語検索

結果の中における意味と和訳が一致しており，英語特徴語を日本語で正確に表すことができ

ている．一方，正確な和訳が得られなかった特徴語は，表 1にまとめた 4語である．いずれ

も訳語を誤ったのではなく，そもそも訳語が得られていない．このうち「Online gambling」

と「Sport news」については，英語のWikipediaには該当する記事が存在するものの，日

本語のWikipediaに該当する記事は存在しない．そのため言語間リンクが張られておらず，

和訳を得ることができなかった．「Online Casino gambling」と「STOP gambling」は英語

のWikipedia中にも該当記事が存在せず，和訳を得ることができなかった．
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表 1 和訳できなかった英語特徴語
Table 1 The English feature terms the prototype system failed in translating into Japanese.

英語特徴語 和訳結果
Online gambling (和訳無し)

Online Casino gambling (和訳無し)

STOP gambling (和訳無し)

Sport news (和訳無し)

この結果から，Wikipedia の言語間リンクを利用した英語特徴語の和訳については，一

定の有効性が確認できる．しかし，先ほど挙げたような和訳が困難な複合語や，多義語の

和訳にはまだ問題がある．複合語については，単語単位に区切って翻訳する方法や他の翻訳

ツールの適用を検討している．多義語については，共起語を利用して最もふさわしい訳語を

得る方法を考えている．また和訳の対象となる英語特徴語は，なるべくノイズを含まない適

切な形で抽出されていることが望ましいため，特徴語抽出手法の改善も検討している．

4.3 可視化結果の評価

プロトタイプシステムを利用して，可視化結果として得られるグラフについて全ノードの

数，全エッジの数，対訳関係による統合ノードの数，ノードの次数を調査した．本実験に

は，「スポーツ」と「賭博」に「イチロー」，「イルカ」，「カジノ」，「クジラ」，「ノーベル賞」，

「ラーメン」，「リーマンショック」，「ワールドカップ」を加えた 10例のクエリを用い，それ

らの結果の平均を算出した．

結果は表 2のようになった．表 2を見ると，可視化されている特徴語ノードの中で，対

訳関係が見つかり統合できたものは少ない．このことから，対訳関係にあるクエリで検索を

行っても，日英言語間で得られる検索結果にかなり差異があることがわかる．よって提案手

法のように，言語間の検索結果の差異を抽出するシステムには意義があると考える．しか

し，近い意味を持ちながら統合できない，「賭博場」と「カジノ」などの特徴語も存在する．

このような特徴語についても，対訳関係を取得して統合できるよう手法を改善したい．

また，ノードの次数の平均は 1.19となっている．よって，平均すると各ノードの次数は

1以上ということになる．しかし実際の可視化結果では，ノードの次数に偏りがある例も見

られた．次数が 0のノードが，可視化結果中に 11個存在している例もあった．これは特徴

語を可視化する際に，出現頻度が高い特徴語から順に可視化し，特徴語間の共起度を考慮し

ていないことが理由であると考えられる．他の特徴語と頻繁に共起する語は重要な語である

と考えられるため，可視化する特徴語を選択する際には，特徴語の出現頻度だけでなく他の

表 2 可視化結果の統計情報
Table 2 Statistics of visualization results.

全ノード数 18.7

全エッジ数 11.1

対訳関係による統合ノード数（黄色のノード数） 1

ノードの次数 1.19

語との共起度も考慮する必要がある．

本稿のプロトタイプシステムでは，言語毎に特徴語を 10語ずつ選択し，その中で対訳関

係や共起関係を取得する．しかし一度の検索で抽出される特徴語は通常 100語以上であり，

その大半は対訳関係や共起関係が考慮されていない．よって今後は，可視化されていない特

徴語についても出現頻度や共起度を数値化して評価し，可視化結果の可読性も踏まえつつ提

示する特徴語数を検討する必要があると考える．

5. ま と め

本稿では，ユーザが入力した日本語クエリを基に日英二言語でバイリンガル検索を行い，

両言語の検索結果の差異に着目して検索結果を可視化する手法を提案した．Wikipedia の

言語間リンクを対訳辞書として利用することで，日本語クエリの英訳や日英特徴語間の対訳

関係の同定を行った．

評価実験では，「スポーツ」と「賭博」というクエリを用いてバイリンガル検索を行い，得

られた可視化結果を分析した．可視化された特徴語は検索結果中の主要な語であり，日英二

言語の特徴語を比較することで，両言語の検索結果の差異の把握に役立つことがわかった．

可視化結果に表示されるグラフのノード数やエッジ数についても，実験を行って調査した．

可視化結果には，日本語もしくは英語の検索結果だけから抽出される特徴語が多数提示され

ており，対訳関係にあるクエリを用いて検索しても，日本語と英語では検索結果に大きな差

が見られることがわかった．また，Wikipediaの言語間リンクを用いた英語特徴語の和訳精

度も評価した．20語の英語特徴語のうち 16語で適切な和訳が得られ，Wikipediaの言語間

リンクによる和訳の一定の有効性を確認した．

今後の課題としては，提示する特徴語の数や選択方法の改善が挙げられる．特徴語のスコ

ア付けと抽出規則を改善することで，より適切な特徴語の提示が可能になると考えられる．

スコア付けは出現頻度だけでなく，他の語との共起度や対訳関係も考慮して行うことで，よ

り有効な特徴語が選定できるのではないかと考える．英語特徴語の和訳については，複合語

7 c⃝ 2010 Information Processing Society of Japan

Vol.2010-DBS-151 No.7
2010/11/12



情報処理学会研究報告
IPSJ SIG Technical Report

や多義語への対応など改善の余地がある．また，現状の可視化結果はノードを言語別に色分

けしただけの簡素なものなので，さらに可読性を向上させるための可視化方法についても検

討したい．例えば，特徴語だけをユーザに提示するのではなく，その詳細情報や関連情報を

特徴語に付与できれば，内容の把握がより容易になると考えている．
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